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自然通気お 
開が式石油ストーブ 

Gt ) 日本工業規格品 


このたびは本品をお買いあげいたださ 
まことにありびとラございます。 

参ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書」をよくお読みいただを、正 
しく使用してください。 

この「取扱説明書」は、保証書と共 
に大切に保管しておいてください。 

•取扱説明書を紛失された場合は、お 
買上げの販売店にご相談ください。 


♦安全のために必ずお守りください . 1〜4 


•使用ずる場所 . 

参各部のなまえ . 

•使用前の準備 

ス I -- ブを取り出す 
燃料 . 


給油のしかた I 


•使いかた 

点火のしかた . 

がの調節のしかた . 

消乂のしかた . 

巧震自動消乂装置 . 

•点検 - ¥An . 

♦故障-異常の見分けかたと処置方法- 

♦部品交換のしかた . 

♦保管（長期間使用しない場合） • 

参廃棄するとき . 

•仕様 . 


10〜11 


13〜14 
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•裏表紙 




A 危険 

(§) 

ガソリン使用禁止^ 
使用燃料：な油^ 

KEROSENE ONLY 




換気教要 

1時間に！〜2回 

〔寝るとさ消火 j 
[給油時是义] 

注意 

変質した持ち越し巧油 

使用厳禁 


X 07-1 


株式会社 K 3 K-a 


TOYOTOMI 

卜 3 ス h - ス. 

取扱説明書 


お使いになる前に 


使いかた お手入れ•保管 



























安全のために必ずお守りください 


参お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、製品をま全に正しく使用するために、必ずお守りいた 
だくことを説明しています。 

参ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとさに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明しています。 

A A MCCD 、 f この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死亡、重傷を負う危険、ま 

JBIWVUMINIOCrU たは火災の危険び差し迫 って生じることび想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t ：、 重傷を負う巧能性、 
_言口、'/\/^\口1\111\1じソまたは火災の可能性び想定される内容を示しています。 


A C ゴ■胃^ oAi iTinM 、 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負う可能性や物的損 

音%、し AUl IUI\U I 害の発生び想定される内容を示して います。 _ 

お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


0(§)0® 

この絵表示は、「禁止」さ 
れている内容です。 

〇爲 

この絵表示は、必ずして 
いただ< r 指示」内容です。 


A A 


この絵表示は、 r を意」して 
いただ < 内容です。 


•説明义中の r お願い」事項は、本機を誤りなく正しくお 
使いいただ<ための内容び記載されていまず。 


么樹埃 (DANGER) 


ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
少量の混入でを、火災の原因になります。 



么警告 (WARNING) 


りけ契気要」 

• 換気せずに使用しつづけないで<ださい。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびあります。 
• 使用中は必ず1時間に1〜2回 （1 〜2分)換気して、新鮮な空気を補給してください。 
窓の凍結、地下室など換気び充分におこなえない場所では、使用しないでください。 


★スプレー宙厳禁 


スプレーちやカセツトこんろ用ボンベなどを、ス I -ーブの上や前に放置しないでください C 
熱で吿の圧力び上びり、爆発し、危険です。 


★カーテン、可燃物近接厳禁 


カーテンや燃えやすいをののそばなどでは、使用しないでください, 
ス I -ーブの前に可燃物を置かないでください。 

ストーブの熱気で着义して、火災の原因にな0ます。 


★巧類の乾燥厳禁 


巧類などの乾燥には使用しないでください。 

乾燥するとス I ''ーブの熱気でゆれて落下し、乂災の原因になります。 


★寝るとさ消乂 


寝るとさやが出するとさは、必ず消火し、火び消えていることを確認してください£ 
予想しない事故び発生するおそれびあります。 


★給油時消乂 


給油は、必ず消乂し、ストーブの温度び充分に下がってからおこなってください。 
义災の原因になります。 


★可燃性ガス使用厳禁] 


ス I ブを使用している部屋で、可燃性ガスび発生するわの（ガソリン、ベンジン、シ 
ンナー）や、スプレーを使用しないでくださし、。 

乂災や故障の原因になります。 


女やかんのせ 禁止 I 

やかんなどをのせないで < ださし、。 

振動や接触によって、やかんの落下や、やかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあ 
ります。 



















★居室 巧給油禁止 i 

給油は、必ず义の気のないところでおこなって<ださい。 

火災のおそれびあります。 

I 辛奪夕油翻 

変質な油(持ち越した：な油など)、不純灯油(灯油むがの油-水.ごみび混入したな油など)を使用しなしでください。 
異常燃焼や故障（しんび下び5ない、点火できない、火び消えない）の原因になります。 


お然啤移動琴—お 

乂のついたまま持ち運ばないでください。 

やけどのおそれびあります。また、転倒すると乂災になるおそれびありまず。 


目 r 移 IFW 搬■す玄と寺而 i ■急 



•ストーブを移動する場合は、必ず消乂し、ストーブの温度び充分に下びってから、油タンクをが n 出 
し、傾けないよラに静かに移動してください。 

•修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、電池ケースから乾電池を取りはずして、油タン 
クを取り出し、油受けざらの灯油を必ずあいてくださし、。 

運搬の途中に'灯油びこぼれて、周囲を巧すおそれびあります。 

I 去異唐 時使用察出1 ^~ ^^ 桑^ 

におい、すすの発生、がの色など異常燃焼を起こしたときは、使用しないでください。 を二 

緊急の場合でをあわてずに、しんを下げて消义してください。 

燃焼筒のガラ文書 I れ使巧禁止 I 

燃焼筒の外筒（ガラス）び欠けたり、割れて破損したままの状態では、絶对に使用しないでください。 
異常燃焼を起こしたり、すすび発生するおそれびあります。 

★正常 |庶療を確!香 

燃焼中は時々炎を見て、正常燃焼していることを確かめてください。 

しんび上びりすざたり、燃焼筒びずれていると、異常燃焼やすす、油煙の発生原因になります。 

高羅 福触禁田 

燃焼中や消火直後は、高遍部、天板(ストーブの上励やガードに手などふれなしなう注意してください。 

やけどのおそれびあります。 



★高電圧ま 意 I 

点乂装置は、点火時に高電圧が発生します。点火プラグに不用意にさわらないでください。 

感電のおそれびあります。 厂接 

掃除、 点検 • 手入れをするとをは、必ず乾 電池を 取0はずしてからおこなって<ださい。_一_ — 

[ lik 心く射熱 に長屏間衰忘 ちち抗| 

ストーブの間近でふく射熱に長時間あたりつづけると、低溫やけどや目制池状になるおそれびあります。 

とくに、幼いお子様やお年寄り、体の不自巧なちや病気の方などの暖房には充分に注意してください。 

★ほこちを藤去] —— 

反射板、置台、製品の部のほこりをとさどを除去してくださし、。 

前板の下から燃焼用空気を吸い込みますので、紙、ビニールなどを入れないようにミ主意してください。 

ごみ、ほ こりな どびつまると、異 常燃焼や义災の原因に なります。 _ 一 

「去巧 震自動消义^の作動確認 

使用開始時と、使用中は1箇月に1回な上' 対震自動消乂装置を作動させて確実に消乂することを確かめてください。 
確実に消乂しないとさは使用しないで、すぐに修理してください。 


0 

禁止 

禁止 

0 

禁止 

〇 

指示 

0 

使用禁止 

0 

使用禁止 

〇 

確!^ 

(§ 

接触禁止 

惠 

感電ま意 

言 

互けどを意 

〇 

^指示 

な 


A 注意に AUTION) 


★油漏れ 危険； 

• 給油ロロ金は確実に締めてください。 

給油ロロをを下にして、油漏れびないことを確かめてください。 

給油ロロ金を斜めに締めたりすると、簡単に給油ロロ金びはずれて、义災の原因になります。 /II 確認 

•油タンクから油び漏れるが態では絶対に使用しないでください。乂災の原因になります 。 kw 


告 (WARNING) 


A 







安全のために必ずお守りください 


A 注意に AUTION) 


I ★純正部品の使用 I 

しんなどの部品は、必ずトヨス I -ーブ純正部品（指定された部品）を使用してください。 

純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なうばかりでなく、故障や予想しない事故び発生するお 
それびあります。 

寺誦军修量^福の—禁止1 

故障、破損したら使用しないでください。 

ス I -ーブは絶対に改造して使用しないでください。 

不完全な修理や改造は危険です。 

I 去涵療、脱 臭フィルター！ 用禁止 I 

市販の触媒や脱臭フィルターをストーブに取り付けたり、燃焼筒の上にのせたりしないでください。 
異常燃焼や义災の原因になります。 


〇 

指示 

分解禁止 


I 全お子様たお年寄りのご使用 にミ主意 I 

お子様やお年寄り、体の不自由な方びお使いになる場合は、ストーブの取扱い、部屋の換気、高温部へ 
の接触によるやけど、低温やけどや脱水症状などについて周囲の人び充分に注意してください。 


★保管時にしていただくこと 


• 長期間使用しないとき又は保管するときは、必ずな油を抜いて、電池ケースから乾電池を取りはずしてください。 
傾けたり、横倒しの状態では保管しないでくださし、。 

乂災のおそれびあります。 

• しんの手入れ（から焼きクリーニング）は、風びあたる場所ではおこなわないでください。 

火災のおそれびあります。 


I ★廃棄 ずると き I 

ストーブを廃棄処分するとさは、必ず油タンク、油受けざら内のな油を抜を取り、電池ケースから乾電 
池を取りはずしてください。 （13 ページ参照） 

な油や乾電池び入ったまま廃棄するとリサイクルの際、予想しない事故び発生するおそれびあります。 


み次の場所では使用しない I 

火災や予想でさない事故や故障の原因になります。 

(水で是夕い場所、不妄定な焉所） 

• 傾斜した場所や振動の激しいところでは、使用しないで 
くださし、。 

対震自動消火装置び誤作動することびあります。 

• しっかりしたじよラぶな床面で使用してくださし、。 

•移動車両の中や、不安定な台の上で使用しないでくださ 
し、。転落したり、乂災になるおそれびありまず。 

(暖炉な どストーブび 囲われる場所） 

• 暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使い方をしな 
いで < ださし、。 

乂災の原因になります。 

りまこりや湿気兩 多只場雨) 

• 粉類や繊維を取扱ラ場所や温室-養鶏場など、塵やほこ 
0のをい場所では使用しないで<ださい。 

燃焼用空気（酸素）を取り入れる箇所び目づま〇状態に 
なり、異常燃焼を起こすおそれびあります。 

0^*^ 飼育室京を^いな iV 療兩） 

• 使用環境の変化で、予測しない事故び発生するおそれび 
あります。 


風のあたる場所、部屋の出入口、屋夕 "T 


0 

使用禁止 

会 

〇 

指术 

み 

指术 

0 


• 風のあたる場所や屋かでは使用しないでく使用寧止 
ださい。炎び出て危険です。掃除機の排気 ’ 

び当たらないよラ注意してください。 

• 部屋の出入口など人の通る場所、人びぶつかったりつ 
まずく場所で使用すると、転倒して事故や乂災び起さ 
るおそれびあります。 

( 不安定な 物をのせた 掘などを 下） 

• 落下物により义災び起さるおそれびあります。 

(直射日光の あたる填所 、温度の高 い場所 ) 

• 異常燃焼を起こすおそれびあります。 

• 油タンクの好油びあふれ出て乂災のおそれびあります。 

(司槪 性ガ スち発 生する場 所、またはた案を場诉） 

• 爆発や乂災の原因にな0ます。 

〇1•美容院、クリ-二—ジタ店などた朽 化学 i 品を 梗ぅ縣斤') 

•化学薬品びス I -ーブの熱で変化し、器具の故障や、腐 
食性ガスの発生により金属•鏡-ガラスなどを傷める 
原因となります。 


★可燃物 （木壁、合板、ふずまなど）との距離を離ず! 

•ストーブから可燃物との距離は、ち図の指定じ(上の距離を保つよう 
にしてくださし、。 

•ストーブ上方の棚などとの距離は必ず11711义±あけてください。 

• 上方の棚などからの落下物びないよラにしてください。 

• カーテンなどびストーブにふれないよラにしてください。 

•家具などか b はち図の指定 1 U 上の距離をとってください。 

(熱で変形や変色、自然発火することびあります。） 



〇 


























































各部のなまス 


r ★ 効果的に使 用ずるために1 

• が気 I し接する窓の下や壁面など、冷気の入ってぐる場所にストーブを置くと、;令気びストーブで 
暖められて上昇対流しますので、お部屋の温度のムラび少なくなり、効果的な暖房びできます。 
(ただし、部屋の出入口や人の通る場所、風のあたる場所、可燃物のそばには置かなしでくださしん) 
• お部屋の空気をヴーキユレータなどで対流させますと、お部屋の温度のムラびより少な < なり、 
効果的に暖房びでさます。（このときストーブには直接風をあてないでください。） 


使用ずる場所 


★口油の廃棄 J • 口油の廃棄処分は、阿油をお買上げになった販売店にご相談ください。 


お願い （ NOTICE) 

































使用前の準備 


ストーブを取り出す 


1 包装箱に表示してある惜装の内割をごらんになつ 
たうえで、包装箱から包装材などを取り除き、製品 
を傷付けないよラに取り出してください。 

/-お願い- N 

[ 包装材は可燃物でずか!5、必ず取り除いてください 。 J 

2 ガードのち下すみをかし持ち上げて手前に引き、ガ 
ードを開けて < ださい。 



3 燃焼筒を納めている包装材を取り除さ、燃焼筒を取 
0出してください。 

•包装材の巧に指を入れ、内側に巧りなげてある部 
分（凹部）を引き出し、包装材を下へ下げて、燃焼 
筒を取り出してください。 



燃料 


(§) 燃料は灼■独 （ J 旧1号な油）を必ず使用してください。 
確)変質な油、不純な油は絶対に使用しないでください。 


A 危険 


★ガソリン使用禁止 I 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
少量の混入でも、乂災の原因になります。 



(§) 

ガソリン禁止 


I 誤ってガソ U ンなどの燃料を使用したことびわかったとさ 
はあわてずに、緊急消火ボタンを押して消乂してくださし、。 

I 変質巧油脂ち越した灯油など)、不純灯油烟油！;(かの油-水- 
ごみび混入した灯油など）は、絶対に使用しないでください。 
異常燃焼や故障の原因になります。 

I 市販されている助燃剤（添加斉り）は使用しないでください。 

異常燃焼を起こすおそれびあります。 


な油とガソリンの見分けかたのポイント ' 


(§) な油の保管のしかた 

■な油は必ず火気、雨水、ごみ、高温および直射 
曰光を避けた場所に保管してください。 

■灯油の容器は専用のをれいな容器を 
使用してください。また灯油容器は 
必ず JIS 認定品で色つさの灯油専用 
容器を使用してください。 

• 灯油の容器內のな油び少ないと温度変化に 
より結露して水びたまることびあります。 

• ドラム宙などで、長期間大量に保管し 
ないで < ださし、。 


0 

禁止 


指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます 
(义の気のない所でおこなって < ださい。） 


〇 '打油 



ホ 

麓れたままです。 


X ガソリン 




\ 一 




八 q 

A 


お子様の手のとどかない所に保管して<ださい。 


良い保管 


直射曰光、雨水び当たらず、 
乂気のない;令暗所へ保管 


変質な油とは） 

せい灯油。（ひと夏持ち越した灯油） 

I 長期間、曰光の当たる場所や、温度の 
高い場所に保管した灯油。 

I 容器のふたび開けてあったり、乳白色 
の容器で保管した灯油は変質しやすい。 

I 変質のひどいをのは黄色味をおびたり、 
すっぱいにおいびしまず。 

I 変質を防ぐためな油は翌シーズンに持 
ち越さないよラにしてください。 



0 

使用禁止 



悪い保管 


直射曰光、雨水の当たるベ 
ランダなど、室がのな管 



禁止 


不純灯油とは 


I な油 L ソがの油（ガソリン、シンナー、天 
ぷら油、機械油、重油など）びほんのか 
しでも混入した好油。 使 ffl が 

I 水やごみび混入した阿油。- '了 


0 
















燃焼筒をセツトする 


I 燃焼筒をしん調節器の上に正しくセツトしてくださ 
い。 I I 

用!!な丽 ii !! が1: 

litf 

バ^錢赞 


2 燃焼筒つまみを左右に2〜3回動かし、燃焼筒び正 
しくセツトされているか確かめてください。 

:な响丽 i ] 閒が！！ 

'iiiiifi I 


Q ガードを、をとの位置に閉じてください。 


乾電池を取り付ける 


I 乾電池は別売です。 

I 市販の単二形乾電池 （4 個）を購入の上、本体後側の電池 
ケースに、 © G ) を正しく合わせて入れてください。 



•新しい乾電池と古い乾電池、種類の違う乾電池を混ぜて 
使用しますと、点乂できなかったり、点乂しにくくなっ 
たり、ミ夜漏れや破裂する原因になりまず。 

/-お願い- N 

製品の輸送中に生じたが筒（ガラス）の破損、燃焼筒の変 
形、ねじのゆるみや、はずれなどがないか調べてください。 


変質な油-不純口油の見分けかた コップに水を入れ、次に口油を入れて背後に白い紙をあてます: 


水と同じ無色透明なら正常< 


みしでも色びつしでいたら使用しない。 




ゴ 1. 


巧油 
水 

C — ■ — 



0 

使用禁止 


変質な油や不純灯油の見分けかた 
はたい へん 難しいので、 メー カー 
のはっさりしない好油は使用しな 
いでくださし、。 


変質な油や不純な油を使用すると 


万一変質'灯油やす純'灯油を使ったときの処置のしかた 


’変質な油やす純な油を使用しまずと、しんにを 
量のタールがたまり、しんの先端が固くなった 
り、点乂しにくくなったり、しんが上下しにく 
くなったり、炎が大きくな5なくなったり、激 
しいにおいがしたりしまず。 

また、荀火 B きにしんが下夕巧ず乂び劳'えなくな 
りまず。 

I ぶ©!又したな油を使用しますと、しんび上下 
しにくくなったり、油タンクにな油び残ってい 
てをがびルさくなり、異常燃焼を起こして激し 
し、においびしたり、火び消えたりします。 

’ガソリン、シンナーなど、揮発性の高いものび 
混入したな油を使用しますと、火災の原因にな 
ります。 



油タンクや油受けざら内の悪い I 灯油を抜さ取 
り、良費のな細で内部を2〜3回洗浄してから 
良質の灯油に入れ替えて< ださい。（悪い'灯油 
び残っていると再発します。） 

14ぺージ I 保管 I 9しんの手入れをするを見 
て、しんの先端の固くなっている部分を、ラ 
ジオペンチなどで軽くつぶしてか！5、から焼 
きクリーニングをおこなってください。（水び 
多量に混入した場台は、しんを取り替えてく 
ださい。） 

しんの手入れをおこなってち効果のないとさ 
や、水びを量に混入している場合は、しんを 
取り替えて < ださし、。 

しんの取替えは、販売店までお問い合わせ< 
ださし、。 


-お願い- 

変質な油や不純 I な油び原因でアフターヴービスを依頼されたとをは、保証期間中でち有料修理となります。 










使用前の準備 




1 油タンクを取り出ず。 , 給油ロ イ\ 

•油タンクを取り出し、給油ロロ g ち 

金を、左「〇」に回して取り ▲ た:をすつ\ 

はずしてください。 1 〇 H グ^^ 

•給油ロロ金を取りはずす前に、 4° を 

先端の弁部を巧すと、給油口 □ :1 

金び開けやすくなります。 -' 1 PI 

2油量計を見なび! 5 給油する。 

•市販の給油ポンプの先端をジャバラの手前まで差し込んで、油量計を見なびら 
給油してください。（ホースび抜けないよラに注意しなびら給油してくださし、。） 
• な油は、油量計のほぼ上部（ち図の>給油位置）まで給油してください。 

入れ過ぎますと、あふれ出ることびありますので充分に注意してください。 

/-お願い-- ~V 

•油タンクの中にあるにぼれま樹の弁び、給油口の近くまで上びって 
いるときは、弁を下へ押し下げてください。 

•油タンクの中にある「こぼれまお」は、給油口□金びはずれたときに、 

油漏れを防ぐ装置ですので、取りはずさないでください。 

3給油□□金をち「〇」に回して、しっかり締める。 


こぼれまを 

; 一 的 



給油ロロ金 



* ストーブを使用するときは、ときどき油量計を見て、灯油びあるかどうか確認し、灯油びなくなる前に給油してください。 
•給油のめやすは、口油び油量計の下部（右図参照）まで減りましたら消火して、給油してください。 


•油タンクから油び漏れる状態で使用しないでください。 

火災のおそれびあります。 

•同時にを数の油タンクに給油する場合は、類似している給 
油□□金びありますので、間違えないよラにしてください。 

油び出なくなったり、故障の原因になります。 

• 灯油容器のふたを、しっかり締めておいて<ださし、。 

•「トヨトミ」と刻印びあります。 

4こぼれたな油はよくふを取る。 

•こぼれた'灯油は必ずされいにふさ取ってください。危険で 
すし、燃焼中に臭気を発生する原因にをなります。 

5油タンクをセットする。 

•油タンクを、本体に正しく、ゆっくりとセットしてくださし、。 

' ■ — ■ —あ願し、— 

オート給油ポンプ（自動停止装置付）を使用ずる場含 

•市販のオート給油ポンプ（自動停止装置巧）のなかには、「こぼれま检」と干渉して、次のよラな不具合状態になり、 
正しく給油でさないをのびあります。 

〔不具合〕]スイッチを入れると、すぐに停止してしまラ。 

(処置） •油タンクに差し込むホースのセンサー部の位置（方向）を変える。 

• ポンプの乾電池の消耗度を確かめる。消耗していれば交換する。 

2自動停止しない。灯油びあふれてしまう。 

(処置） • ポンプの取扱説明書にしたびって、固定具の位置を調整する。 

•上記の処置をしても正しく給油できない場合は、直ちに給油を中止し、他の給油ポンプ（手動式ポンプなど）を使用 
して、正しく給油してください。 




〇 


給油のしかた 
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使いかた 


マッチや市販の点义用ライターで点乂する。 

•ガードを開けて、燃焼筒つ 
まみをちか左に動かしてか 
ら、持ち上げ、マッチや市 
販の点火用ライターなどを 
使ってしんに乂を着けてく 
ださい。 

•たばこ用のライターで点乂 
しないでください。 

•マッチで点义した場ちは、マッチの燃えかずを、 
しん付近や器具内に落としたり、置台の上に置か 
ないで < ださし、。 

事故や乂災の原因になります。 

燃焼筒のセットを確認する。 

•义び着いたことを確認したら、 

燃焼筒つまみををちに2〜3 
回動かし、燃焼筒び正しくし 
ん調節器にセットされている 
か、しんの上にのっていない 
かを必ず確かめて < ださい。 

ガードを閉じてください。 

•マ、ソチやと、人/用うイターでと 
火したときは、火び着いたことを確認したら 、操 
作つまみをかしだけ（点乂した乂び消えない程度 
に）消火の方向に戻してみて、弓 I っかかりびなく 
スムースにしんび下げ5れることを確認してから、 
を ラー 度しんを上げて使用してください。 

操作つまみび スムースに 戻5ないときは、燃焼筒 
を持ち上げて、しんを完全に下げてから、点火操 
作を始めからやり直してください。 




操作つまみをゆっくり押. 
し下げる。 

•操作つまみを「点火」の方向 
(み） にゆっくり止まるまで、 
巧し下げます（しんび上びり 
ます)。 


烘急消义 

liiiElli 


ニオイたーフ W 
巧火 y 



電池点义び使えないとを 


巧震自動消乂装置のセツト 


燃焼筒のセツトを確認する 


2 


操作つまみ\ 


操作つまみをゆっくり押 巧急ミ肖义 

し下げる。 EOji 

•操作つまみを r 点义」のち向 
(*) にゆっくり完全に止ま類,。。 ra『n rt 
るまで押し下げてください I 
(しんび上びり点火します)。 ‘ HA ミ ▼ 

•点乂操作の途中で「ピィー」 

と言う放電音びしますび、操 ' 

作つまみをそのまま止まるま 操作つまみ\ 

で巧し切ってください。 

乂び着いたことを確認する。 

•义び着いたことを確認したら、手を操作つまみか 
らゆっくりはなしてくださし、。 

•乂び着いた後も操作つまみを巧し下げたままです 
と、乾電池の消耗び早くなります。また力ーボン 
び付着して、点义しにくくなる原因になります。 

点乂しにくい場合は 

• 点义フラグ付近から白煙び出て点火しにくい場合 
は、操作つまみをかし戻した0、点火操作をゆっ 
くりおこなラと点乂しやすくなります。 

•しんに夕ールやカーボンび付着したり、点义プラ 
グがミちれてくると、点义しにくくなります。 
一しんの手入れ、点乂プラグの掃除をおこなって 
ください。 （1 1ぺージ参照） 

•乾電池の電圧び不充分で点火しにくい場合は、新 
しい乾電池〔単二形乾電池4個〕をご購入のラえ 
交換してご使用 < ださし、。 

燃焼筒のセットを確認する。 

点义お作後、燃焼筒つまみを ^ janirnTinmnsriii^Z 

左もに2〜3回動かし、燃焼筒 

び正しくしん調節器にセット 

されているか、しんの上にの 

っていないかを必ず確かめて 

くださぃ。 

燃焼筒つまみ/ ' 


点火のしかた 

>初めてお使いになるとをは、点火後、器具に付着して 
し、るほこりや油び焼けるにおいびしますび、しばらく 
お使いいただければにおいはな<なります。 

•点乂後しばらくの間は、炎び安定せず、 r ボッ、ボッ、ボ 
ッ」と燃焼音びしますび、異常ではありません。しばら 
くすると炎び安定し、音びしなくなります。 


-お願い- N 

1使い始めや、しんの交換を、しんの手入れ(か5焼をクリーニ 
ング）をしたときは、給油後約1已分 L ソ上待って、しんに充分 
な打油が吸い上げられてか 5 点义してください。巧分に吸い 
上げられていない状態で点乂しまずと、しんを傷めまず。 

1新しい乾電池を入れてち、おに巧れもないのに点乂しにく 
い場台は、11ぺージ「しんの修正」を参照してください。 


ストーブの上方や周囲、置台の上に、布類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認してください。可燃物びある 
と乂災のおそれびあります。 

ストーブびか平で安定した場所に設置してあることを確認して<ださい。 


点乂操作をする前には、必ず燃焼筒び正し< しん調節器 
にセツトされているかどうか、燃焼筒つまみを左ちに2〜 
3回動かして、スムースに動くことを確認してください。 


I 操作つまみを r 点乂」のち向 （♦) にゆつくり止まるまで 
巧し下げると、巧震自動消乂装置は自動的にセットされ 
ます。 

この操作をおこないますと、点乂することびあ0ます。 





使いかた 


2消乂を確認ずる。 

•においをかなくするため、3〜已分程燃焼（炎び一部残る）して消乂します。消乂を確 
認してください。 


照して、しんの手入れをしてください。 



ゾ 

^消乂のしかた 

\ 


齡 1 ^で画 iiMa 

1操作つまみを、ゆっくり引き上げる。 

•操作つまみをじオイセース肖义」の位置までゆっくり止まるまで弓 I き上げて消乂します。 
(速く上げるとにおいび出やすくなります。） 


お急消义 



Ik 


• 操作つまみび r ニオイセーブ消乂」の位置にあり、火び消えたことを必ず確認して<だ 
さい。 

齡齡"お 

#) 緊急消乂ボタンを押す。 

•このとさ急速に消乂させるため、においやすすび発生することびあります。 

操作つまみび r 緊急消义位置」にあり乂び消えたことを必ず確認してください。 

•緊急消乂ボタンを押しても、しんが下がらず消乂できない場合は、操作つまみを引き 
上げて、しんを下げてください。 

それでもしんび下がらない場合は、油タンクを取り出し、义が消えるまで燃やしきってください。 
•時間に余裕びない場合は、ガードを開き、燃焼筒の上にコップー杯に00 m 《程度)の水 
をかけて消义してください。 


水をかけると水蒸気び出たり、ガラスび割れることびあります。あわててヤケドをしないよ 
ラに、手袋をはめるか、手にタオルを巻くなどしてからおこなってください。また、あとで 
油受けざら内の水の入ったな油を抜を、しん交換び必要です。_ 

ィんが下がらない原因は、しんに夕ールがたまっていたり、水を含んでいることがありま 
ので、しんの手入れ （14 ぺージ参縣をおこなうか、新ししんんに交換してくださし、。 


お急消义 

EH hi 
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f 炎の調節のしかた 1 

おの拒呂院 h 

•がの調節は、操作つまみを上下させておこないま1 

•操作つまみを上下して炎を調節するとさは、 

し 

W のイラストをよく見て、必ず正常燃焼状態で使用してください。 


正常燃焼のとをの炎の長さは、燃焼筒の上部より約1〜 3 cm です。 


異 


常 



しんの上げずぎ 

(炎び大きくのびている） 


すすや一酸化炭素びをく発生する 


正 


常 


1〜3抓! 


iiiiiiKiiifl 

レマ•-か’ 

ii 



ホ熱 


正常燃焼 

(炎の長さび！〜 3 cm ) 


正常燃焼 


異 


常 


telllSIl! 11111 


蜂 


m 


しんの下げすざ 

(燃焼筒び充分にホ熱しない) 


においや一酸化炭素びをく発生する 


■炎の大きさは上図のように、正常燃焼げ態で使用してください。 

•点乂後3分程で燃焼筒び徐々に赤熱します。已分程で燃焼筒全体び赤熱します。 

•点乂2〜3分後、炎び立上がってきたとき、燃焼筒つまみを持って燃焼筒を左もに2〜3回 
動かしますと、炎び早く安定します。 

•炎び安定したら、操作つまみを上下して、正常燃焼の状態に調節してください。 


巧を i 肖乂 


fW 



•义力を弱くした場合でも、燃焼筒全体び充分に赤熱しており、燃焼筒の中に黄乂び出ない状態で使用してください。 
•あまり乂力を弱くしすぎるとにおいや一酸化炭素びをく発生し、しんに夕ールび付着しやすくなります。 

•がの大ささは、使用時間の経過につれて、燃焼筒の酸化、耐熱しんの劣化によってルさくなってくることびあります。 
しんをいっぱいに上げてを炎び大さくな5ないときは、14ページ r 保管 I 9しんの手入れをするの頂を参照して、 
しんの手入れをしてください。 

•変質灯油や不純口油を使用してしまい、しんに夕ールび付着したり、水を含んでしまったときは、がび大きくならない 
ととをに、しんの上下操作び重くなります。このようなとさは、14ぺージ I 保管]目しんの手入れをずるの項を参 


乂力を弱くずる場合の注意 









> 操作つまみび r 緊急消乂位置」に戻らない場合は、 
しん、感震部の項の点検をしてくださし、。 

• 販売店に修理依頼をしてください。 


■操作つまみを押し下げてしんを上げてから、置 
台をゆすると、対震自動消义装置び作動し 、そ 
のとさしんび下び0、操作つまみび r 緊急消乂 
位置」に戻りますか。 

[確実に消乂することを確認] 


巧震自動 
消乂装置 


一 処置方法 _ 

13、14ページの 原鲁 （長期 間 使用しない場合) I 
の1 〜已 頂を参照して本体 
を取りはずし、置台と油 
到だらの隙間 (糊；:しん 
案内筒の下部）のほこり、 

ごみなどを取り除いてく I 

ださい。 電気掃除機で吸^ 

い取るのも効果的です。 贼:夜 :^^~~= 


ほこ0 

燃焼用空気 
取入れ部 
(しん案内筒 
下部） 


点検内容 _ 

• 反射板や置台にほこりびたまつていませんか。 
前板の下の隙間に紙、ビニールなどび入りこん 
でいませんか。 

[異常燃焼や火災の原因になります] 


• 欠けたり、割れたりしていませんか。 
[異常燃焼の原因になります] 


I こぼれたり、たまったり、にじんだ 7 ir = 

油はをれいにふさ取ってください。 CmS " 

I 油タンクの給油□□金の、弁部 
などにはさまっているごみなど 
を、取り除いてください。 

I 油び漏れている場合は、すぐに使用をやめ、お買 
巧めの販売店に修理依頼をしてください。_ 

I お買求めの販売店に相談して、新しいが筒（ガラ 
ス）に交換してください。 


♦油漏れはありませんか。 
[义災の原因になります] 


■常に整理、掃除をし可燃物をス I -ーブの周囲に置 
かないでください。 


•ストーブの周囲に可燃物や障富物びありませんか。 
[火災の原因になります] 

•油タンク、油受けざら、置台の表面に、油びこ 
ぼれたり、たまったり、にじんでいませんか。 
[义災の原因になります] 


ストーブの 
周囲 

油こぼれ 
油たまり 
油にじみ 


油漏れ 


が筒 
(ガラス) 


■ストーブを消义し、本体の温度が充分に下がってからおこなってください。 
•手をけがしないように手袋をはめておこなってください。 

■巧震自動消乂装置の取りはずし、分解はおこなわないでください。 

* 必ず乾電池を、電池ケースか 5 取りはずしてか 5 おこなってください。 


点検-手入れのしか 


点検-手入れ 


•巧震白動消火装置は、ストーブ本体び地震（震度約曰な上）や強い振動、衝撃を受けたとき、乂災などのを険を防ぐた 
めに自動的に消火させるを全装置です。 

•地震によつて作動した場合は、周囲の可燃物がたおれていないか、機器の損傷はないか、油がこぼれていないかなど 
異常がないことを確認した後、再点乂してください。 


•通常の使用時には、操作つまみを引を上げて消义してください。消火の都度に巧震自動消乂装置を作動させますと、臭 
気び発生します。 

>ス[^ーブを持ち運んだり、ずらしたり、掃除するとさなどは、操作つまみで消火した後、緊急消火ボタンを巧して巧 
震自動消乂装置を作動させ、しんを完全に下げてからおこなってくださし、。 

>ス1-ーブを長い間使用しないとさは、対震自動消火装置を作動させて、しんを完全に下げた状態にしておいてくださ 
し、。セットしたまま放置しますと、巧震自動消火装置の寿命に悪影響をあたえます。 

>ふさこぼれやすい牛乳 • 鍋物の煮たき（保温）などに、ストーブを絶対に使用しないでください。 

>しんに夕ールび付着して固くなっていたり、水を含んでいると、しんの上下操作び重くな0、対震自動消乂装置び作 
動してを消乂性能び善しく悪くなり、火災の原因になります。 


タオ震自動消乂装置 


消火後、約已分間は再点义しないでください。燃焼筒び;令えなし巧ちにしんを上げると、をガスび発生し、激しし俱気びでたり、應义しないことがあります。 


消火後再点乂ずるとさの注意 


使いかた お手入れ•保管 






















点横-手入れ 


点検*手入れのしかた 


点検箇所 
乾電池 

燃焼筒 


感震部 


点乂プラグ 


点検内容 _ 

I 点乂プラグのスパーク音は、「ピィ ー 」と鳴り 
ますか。[乾電池の電圧（消詩）点検]_ 

I 燃焼筒の細かい巧に燃えかすや、すすび付着し 
ていませんか。[異溝燃焼の原因になります。] 

I しんの先端に夕ールび付着して、固くなつてし、 
ませんか。 

しんに夕ールが付着していると、次のような^ 
不具合が発生しまず。_ 

•消乂操作をしても、しんび下びらず、消火 
しない。 

•しん上下の操作び重く、スムースにでさな 
し、。 

•点乂操作をしても、点乂しない。 

•燃焼筒び赤熱しなかったり、燃焼中ににお 
いびする。 


’感震部にごみの付着 
や鐘はありませんか。 


対震自動消乂装置び一 
正し<作動しません_ 


感震部 


mu 


I 点乂プラグび、カーボンやタールで巧れていま 
せんか。 

I 点乂プラグびしんにくい込んでいませんか。 
[点火不良の原因になります] 


_ 処置方法 _ 

I 音びかすれる場合は、電圧び下びっています。 
新しし、乾電池に交換してくださし、。_ 

I ブラシなどを使って、燃えかすや、すすを取り除 
さ、されいに掃除してください。 

I 夕ールび付着している場合は、14ページ] 保 鲁"~ 
9 しんの手入れをする に従ってしんの手入れを 
おこなってくださし、。 


• -お願い- V 

• しんの手入れは、風びあたる場所ではおこな 
ねないで < ださい。 

•しんの手入れ中はにおいびしますので、部屋 
の換気をしてください。 

• しんの手入れをおこなってち効果のない場合 
は、新しいしんに交換してください。 

V_/ 

I ごみやほこりは、やわらかい布でされいにふき取 
ってくださし、。 

I 績びを量に発生している場合は、お買上げの販売 
店に修理を依頼してください。 


’点义プラグび巧れているとさは、本ページに従っ 
て点火ブラ グの掃除をして < ださい。 

I 点火プラグびしんにくい込んでいるとさは、本ぺ 
-ジの fL んの修正 I をしてください。 


-点义プラグの掃除- 

>ガードを開さ、燃焼筒を取り出してから、マイナスドライバーなどで、点乂プラグの電極 
や碍子部分に付着した巧れを取り除いて < ださい。 

•掃除び終ねりましたら、元どおりにしん調整器に燃焼筒をのせ、ガードを閉じ、乾電池を 
取り付けて正常に点火するかどラか確認してくださし、。 

>点火しにくかつたり、点乂しない場合は、 I しんの修正 I をするか、をラ~度されいに掃除し 
直してください。又、 しんの手入れ（か 5 焼をクリーニング） をおこなラと、点乂プラグ 
に付着した巧れび取れやすくなります。 （14 ぺージ己 呆 管] 9しんの手入れをずる参照） 


^この部分を掃除する 


編 


--- し八/の修止 - 

I 燃焼筒を取り出し、しんを上げて点乂プラグ近くのしんの側面を内側に、割り着 
などで軽く押さえるよラに撫でて、しんを整える。 

’一度しんを下げてから燃焼筒をのせ、点火して < ださい。 


しんから離れている 


離を識？ラグの 

しんに接触している 


定期点検のおすずめ （2 シーズンに1回） 

•長期間ご使用になりますと、機器の点検び必要です。2年に1回程度、シーズン終了後などに、お買上げ店、 

は、修理資格者[側）日本石油燃焼機器保守協会 ( TEL .03-3499-2928) でおこなう技術管理講習会修了者(石油 
機器巧術管理±)など]のいる店などに点す矣依頼されることをおずすめします。 







• この表政がの不具合びあるとをは、お買上げの販売店にご相談ください。 

A 


故障-異常の見分けかたと処置方法-修理を依頼される前に- 


f 

故 

障 

k 

常 

箇 

巧 

現 象 

原因 \ 

点 

乂 

し 

な 

い 
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< 
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し、 

を 

ま 
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え 
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消 
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い 
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お 
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が 

す 
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か 

た 

ぶ 
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し 

ん 
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下 

が 
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な 

い 

し 

ん 

上 

下 

の 

操 

作 

が 

重 

い 

乂 

の 

回 

じ 

が 

遅 

い 

乾 

電 

池 

の 

消 

籍 

び 

激 

し 

い 

>1 

処置方法 

し 

ん 

しんの出過ざ。 


■ 


■ 


■ 

■ 




しんを下げて、炎を調節ずる。 

しんの出がかない。 

B 

B 

1 

1 

B 

1 

1 


〇 


しんの高さを調節する。 

新しいしんと交換する。 

しんに水を含んでいる。又は油受け 
ざ5内に水び入っている。 

1 

B 

1 

1 

1 

1 

〇 

〇 

〇 


しん調節器か5しんをはずしてよく 
乾燥してか5しん調節器に取り付け 
る。油受けざ5内の水をおく。 

しんにタールびついている。 

〇 

1 


〇 

〇 


〇 

〇 

〇 


しんの手入れをずる。または、新し 
いしんと交換ずる。 

油受けざ5、油タンク內のな油を正 
常なな油に交換ずる。 

が 

h \\\ 

焼 

筒 

燃焼筒びしんの上にのっている。 


1 

互 


〇 

〇 

〇 

1 

1 


点义してか5必ず燃焼筒つまみを持 
つてを右に吕〜3回動かす。 

燃焼筒の変形。 


1 

■ 

1 

B 

〇 

1 

1 

1 


内炎筒、外が筒が変形していないか 
を確かめる。（変形している場合は 
販売店に連絡ずる） 

しん調節器と燃焼筒との間にすを間 
がある。 


1 

■ 

1 

■ 

〇 

1 

1 

1 


しん調節器の上面にタールがついて 
いないか。文は燃焼筒下部に不揃い 
がないかを調べる。 

外筒(ガラス）にひびや割れびある。 

■ 

■ 


■ 

〇 

〇 

■ 

■ 

■ 

■ 

外筒（ガラス）を交換ずる。 

1 が 

/Viu 

料 

灯油び変質している。（ミちれた油やポリ 
容器で1年間持ち越した油など） 

〇 

〇 


〇 

〇 


〇 

〇 

〇 


しんにタールびつく原因となるので 
正常なな油に交換ずる。 

な油び水やごみを含んでいる。 



■ 

■ 

■ 

1 



〇 

■ 

正常なな油に交換ずる。 

給 

油 

□ 

§ 

給油ロロ金が間違っている。 

〇 

1 


1 

1 

1 

1 

1 



給油ロロ金を正しいものに取り換え 
る。 （7 ぺージ参照） 

乾 

電 

池 

乾電池び消耗している。 




■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 


新しし償電池に交換ずる。 

正しく入れていない。 

白 



■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

〇 

正しく入れ直ず。 

1 

点义装置のコードがはずれている。 

〇 



1 



1 

1 

1 

1 

コードびはずれているときは正しく差 
し込む。その他は販売店に連絡ずる。 

点火装置がシヨート(短絡）している。 

〇 



1 



1 

1 

1 

B 

シヨートしないように直す。 

不明のときは販売店に連絡する。 

点乂プラグの電極び正常でなし、。 

〇 



1 



1 

1 

1 

1 

点义ブラグび破損していないか確かめる。 
(破損してしぶ場合は販売店に連絡ずる） 

点义プラグがしんにくい込ん出いる。 

点义プラグがミちれている。 

〇 



1 



1 

1 

1 

1 

しんを修正ずる。 

点义プラグを掃除する。 （11 ぺージ参照） 

国 

製品内部に、ほこり、ごみがたまっ 
ている。 

■ 

1 


1 



1 

1 

1 

1 

製品内部を掃除ずる。 

(10 ぺージ参照） 


お手入れ•保管 






















































部品交換のしかた 


•替えしん、外筒（ガラス）、燃焼筒などの交換部品び必要な場合は、お買求めの販売店にご相談ください< 
I 部品び販売店にない場合は、別紙の様相誘惡己一賣]までお問い合わせください。 


しんなどの交換部品は、必ずトヨストープを屯正部品（指定部品）を使巧してください。 
純正部品を使用しないと、ス I ^ーブの性能を損なうばかりでなく、故障や予想しない 
事故が発生するおそれびあります。 



〇 


I ご自分で部品交換される場合は、下記の項目を巧り、やけどや感電、けびなどしないよう注意しておこなってください。 

① 手をやけどしないよラに、ス I -ーブは消乂し、温度び充分下びるまで待ってください。 

② 感電しないよラに、乾電池は必ず電池ケースからはずしてください。 

③ 手をけびしないよラに、手袋をはめてください。 

I 不完全な修理は危険です。お買上げの販売店か、（目才）日本石油燃焼機器保守協会でおこなう巧術管理講習会修了者 
(石油機器巧術管理±)などのいる販売店で修理依頼されることをおすずめします。 


么注意 


点义装置は、点火時に高電圧が発生します。点乂プラグに不用意にさわ5ないでくだ 
さい。感電のおそれびありまず。 

掃除-点検-お手入れをするとをは、必ず電池ケースか5乾電池を取りはずしてか5 
おこなってくださし、。 


A 

感電を意 


しんの交換のしかた 


トヨストーブ純正適合しん しんの交換ち法.ミ主意内容は、 

トヨ耐熱しん第に9種 r 商品〕ード11256907 I 耐熱しんに添付されている取 


扱説明書をお読みください C 


J に適合検査合格品はこのマークび貼 
つてあります。マークの色彩は、白 
地にホインクで表示されています。 


燃焼筒の交換のしかた 


適合燃焼筒 I 商品コード11113106 燃焼筒の内炎筒-が炎筒などび変おした場合や、が筒（ガラス）び割れたりした場合は、お買 

. 求めの販売店、または別紙の I お客様相談窓口一覧 I までお問い合わせください。 


点乂プラグの交換のしかた 


■点火プラグを交換するとさは、お買い巧めの販売店または、別紙の I お客様相談窓口一鼠 までお問い合わせくださし、。 


乾電池の交換のしかた 


• 日ページ I 乾電池を取り付ける 1 を参照して、必ず4個とを市販の新しい乾電池〔単二形乾電池〕に交換してください。 
* 取りはずしたちい乾電池は、表示してある使用推奨期限内は、電池能力び残っていれば他の製品に使用でさますので、 
再利用されることをおすすめします。 


保管（長期間使用しない場合) 


1 油タンク內のな油を抜き 
取る。 

ス I ''ーブから油タンクを取り 
出し、市販の給油ポンプ（手 
動式）で、油タンク内の丹油 
を抜を取ってくださし、。 
•わずかに残った打油は、油タン 
クに給油□□金を取り付け、油 
受けを本体の中から取り出して 
給油□□金に巧し当て、油タン 
クを上下にゆすって}友いてくだ 
さい。 

2 輩池ケースから乾電池を、取 
り出してくださし、 



Q 「緊急消火ボタン」を巧して、消火装 
置を作動させてから、ガードを開いて、 
燃焼筒を取り出してください。 







4 「操作つまみ」を引き抜いてくださ 
い。 













■しんの先端び固くなっているとさは、ラジオペン 
チなどで固い部分を軽くつぶして 户 

か5おこなつてください。 を屋 心 

①通常の点火操作をして、正しく燃焼 \ l/y 

させてください。 

③乂力びルさくなったら、しんをジ て-^腺〜- 
一杯に上げて自然に消火するま 
で燃やしき〇てください。 ( 


7本体を元通りに組付け、燃焼筒をしん調節器 
の上に正しくのせてください。 

8灯油を巧いた油タンクを本体にセツトしまず。 

9しんの手入れをする。（から焼をクリーニング） 

' -お願い- N 

• しんの手入れは、風びあたる場所ではおこなわない 
でください。 

•しんの手入れ中はにおいがしますので、部屋の換気 
をおこなってください。 


本体の両側面と背面にある \ 

止めねじ3本を、左にねじ 
って取りはずしまず。ホ体/.—、 

を前方に傾けなびら、ゆっIろ％ li 
くりと上方に持ち上げて取1 レ 
りはずしてください。 〜 

油受けざ 5 内の灯油を巧を取る。./ 

油受けを取り出してから、油受けざら内 
の灯油を市販の給油ポンプ(手動式)で抜 
き取ってください。 

•油タンク、油受けざ6に水やごみび孤‘‘部\ / 

残ったまま保管すると、鐘や巧あさ — 

の原因になります。されいな灯油で 

すすざ洗いをしてください。残ったな油は、布切 

れなどで吸い取ってくださし、。 


10電池ヶースか 6 乾電池を取りはずず。 

• -お願い- X 

•乾電池を取り付けたまま保管ずると液漏れしてスト 
ーブを腐食させることびあります。 

^- - - J 

11巧震自動消乂装置を作動させる。 

巧震自動消义装置を作動させ、しんを下げた状態に 
してくださし、。 

12点検、掃除をずる。 

①10、1 ] ぺージの I 点検.手入—巧あ[麻 の 
項目にしたびって、点検、手入れ、掃除をしてく 
ださい。 

③スI-ーブの各部品は、よく掃除して、いたんでい 
るちのは新しいをのに交換してください。 

③スI-ーブのミちれは、めれた巧でふいて落とし、乾 
いた巧で水気を取り除いてください。 

13収納する。 

包装箱に入れて、湿気の少なし嫣所に保管してくだ 
さい。 

「取扱説明書」や「保証書」も忘れずに大切に保管 
してくださし、。 

. -お願い- X 

•高温を湿、直射曰光の当たる場所には、保管しない 
で < ださい。 

錯が出たり、樹脂部品が変形ずる原因になりまず。 

•油タンクはな油を抜き、本体にセツトして保管して 
<ださい。 


廃棄ずるとき 


13、14ページ長期 間使用しない場合) 1 の1〜日項を参照して、油タンク内の口油を抜き取り、電池ケースか 
ら乾電池を取りはずして廃棄してください。 


•'な油は、変質を防ぐため、翌シーズンに持ち越さない（使いをる）ようにしてください。 

•取りはずした乾電池は表示してある使用推奨期限巧は電池能力び残っていれば他の製品に使用でさますので、再利用 
されることをおすすめします。 


型面；の呼ひ 
種類 


を __燃—料_ 

燃料消費量~ 
暖房 出力 
油タンク容量 
燃焼継続時間 


RS - L 237 E 


自 然通気形開放 式石油ストーブ 

_し ん式-放射 形 

電池点乂 [ 単二形乾電池4 個 ■ 別売] 

_約6.日 kg _ 

_灯 油 （ JIS 1 号) 

0.219 L/h 

一 2.2 己 kW 

3.6 L 

約16.己時間 


がお寸法 

高さ 

幅 

、県口ぶ a 义 J ノ 

奥行 

種 

類 

しん睐け 

内径 

りナ U 

ホす 

厚さ 

、」ぶ 

吸上量 


安全装置 


_ — 446mm _ 

_ 422mm 

330mm 

_ 普通问 UAj 

_トヨ耐 熱しん第 129種 

— _6已 mm 

2.5mm 

^_135% 

巧震自動消乂装置(しん降下式) 


が管（長期間使用しない場合) 


お手入れ•保管 





フターサービス 


保証について 


• 添付しておりまず保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずのでお受け取りください。記載内容をご確認の 
うえ大切に保管してください。 

★保証期間は、お買上げの曰より1年間です。 

/-お願い- X 

つざのよラな原因による故障および事故につさましては、保証の対象となりませんのでご注意ください。 

(1) 変質な油や不純な油など、またな油 iu がの燃料を使用したための故障や事故。 

(2 ) ほこりや巧れなど、手入れのゆさとどかないためにおこった故障や事故。 

(3) 純正部品が夕1のをのを使用したり、しんに夕ールび付着したり、水を吸ったり、乾電池の電圧不足による故障。 

(4) 消耗部品（乾電池、しん）の故障。 

(已）この取扱説明書や、注意書、ラベル類による指示、危険-警告.を意-お願い事項び守られず、誤った使いちをされ 
た場合の故障や事故。 

•その他詳細な保証内容については、保証書の記載内容をご覧ください。 


修理を依頼ずるとき 


• 「故障-異常の見分けかたと処置ち法」 （1 2ページ）に従って、お調べください。 

直5ないとさは、ご使用を中止し、必ずお買上げの販売店にご連絡ください。 

• ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

①品名…石油ストーブ（自然通気形開放式石油ストーブ） 

③型式の呼び… RS - L 237 E 

③ お買上げ年月日 

④ 故障の状況（できるだけ具体的に） 

⑥おなまえ、おところ、電話番号 

•修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていただきます。 
• 保証期間び過ぎてし、ても、修理すれば使用できる場合には、ご希割こより有料で修理させてし、ただきます。 

•修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されています。 


A 修理•引越しなどで、ス I ブを運搬される場台、電池ケースから乾電池を取りはず 

ミ 主 胃 して、油タンクを抜き、油受けざらの灯油を必ず巧いてください。 

運搬の途中にな油びこぼれ、周囲をミちすおそれびありまず。 


〇 


補修用性能部品について 


石油ス I -ーブの捕修用性能部品の保有期間は製造巧切0後6年です。 
補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 


故障-修理の際の連絡先 


アフターサービスについてわか日ない場合は、お買上げの販売店、または、ちよりの 談窓口一覧 I (別紙参照) 
までお問い合わせください。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


r 

型 式 

RS - L 237 E 

お買上げ年月日 

年 

月 

曰 

お買上げ店名 

V 


(電話番号） ( 

) 

— 

J 


株式会社 K 3 Ks 

社名ち屋市瑞穂区桃園町己番] 7号 
T 467-0855 TEL <052)822-1 144 
FAX の已2〉 822-2742 


巧1 

バルフれ、夺100%>】 


♦ます会社トヨトミは快適踢巧の一啜としてこの取が説明は再を紙を巧用していまず。 


|||巧バルフれ、夺100%け化あら(♦川しでい J ，‘ 



